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2027 年度前期 交換留学生募集要項 
 
【１】 交換留 学と は  
○  本 学 の 選 抜 試 験 に 合 格 し た 学 生 が ， 本 学 の 海 外 協 定 大 学 と の 交 換 留 学 制 度 の 下 で 学 修 し

た場合 ，その 学修 を本 学の単 位とし て認 定す る制度 です。  
○  留学期 間は本 学の 在学 期間に 含まれ るた め， 履修状 況や単 位修 得状 況によ っては  4 年間

で卒業 するこ とが 可能 となり ます。  
 
【２】 留学期 間  
○  次の 2 つのう ちい ずれ か 

①  2027 年度 前期 （半期 ） 
②  2027 年度 前期 から 2027 年度 後期（ 1 年 間）  

 
【３】 留学先  
○  閩南師 範大学  海外 教 育学院  （中 華人 民共 和国福 建省漳 州市 ）  

※  本人の 語学力 や受 入先 大学の 状況に よっ て，閩南師 範大学 外国 語学 部日本 語学科 の授
業を履 修でき る場 合が ありま す。  

 
【４】 出願資 格  
(1) 出 願時に 外国 語学 部 2～3 年生で ある こ と。  

※  出願時 に 3 年 生の 場合 , 留学期 間②(1 年間 )を選択 するこ とは でき ない。  
(2)「常 葉大 学 学 生 国外留 学規程 」第 4 条 （資格 ）を満 たし てい ること （学生 便覧 参照 ） 
(3) 通 算 GPA 2.10 以上で あるこ と（2026 年度前 期終 了時点 ）  
(4) 語 学力 次の a.ま たは b.のい ずれか を満 たして いるこ と  

a. 留 学 先 地 域 の 言 語 に 関 す る 以 下 の 外 部 語 学 検 定 に お い て 基 準 と な る 級 以 上 を 取 得 し て
いるこ と  

中国語 検定試 験準 ４級 以上, ま たは HSK(漢 語水平 考試)１級以 上 かつ口 試（口述 試  
験）初 級以上   

b. グ ロ ー バ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 科 生 の 場 合 , 学 科 で 開 講 さ れ て い る 留 学 先 地 域 の 言  
語・文 化に関 する 所定 の科目 の成績 が優 以上 である こと  

    ○3 年次で 留 学する 場合： １ 年次 後期に 履修し た「中国 語会話 入門 」お よび 2 年次   
前期に 履修し た「 専攻 中国語 IA」「 中国語 会 話 I A」の３ 科目  

○4 年次 で留 学する 場 合： ２ 年次 後期に 履 修した 「専攻 中国 語 IB」「中国 語会 話 I  
B」およ び 3 年 次前期 に履修 した「 専攻 中国 語 IIA」「 中国 語会話 IIA」の４ 科目  

 
(5) 健 康面で 海外 にお ける学 修と生 活に 耐え られる こと  
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【５】 募集人 数  
  3 名 以内  
 
【６】 出願・ 選抜 につ いて  
○  次のと おり選 抜試 験を 実施し ます  

①  日時： 2026 年 10 月 26 日 （月）  
② 会場 ：出 願者に 後 日通知    
③ 内容 ：日 本語に よ る面接 試験  

○  出願書 類を提 出し ても ，選抜 試験に 無断 欠席 した場 合は，「不合 格 」と判 定しま す。  
○  説明会 は， 2026 年 10 月 6 日（火 ）12:30～ 13:00 に A523 で開 催 します 。  
○  次の出 願書類 を， 2026 年 10 月 23 日(金)16:45 までに 教務 課窓 口に提 出して くだ さい 。 
①  願書     
②  誓約書  
③  語学検 定試験 の合 格証 書のコ ピー（出願 資格「語学 力」に a.外部語 学検定 を使う 場合） 

○  選抜方 法：願書・GPA・語学検定 取得 級また は指定 科目の 成績 およ び面接 によっ て総 合的  
に合否 を判定 しま す。  

○  合否発 表：2026 年 10 月中（ 大学ド メイ ンの アドレ スにメ ール で連 絡をし ます）  
○  交換留 学認証 式：2026 年 12 月 2 日(水)昼 休みを 予定  
 
【７】 留学費 用に つい て（参 考額）  
○  協定に より， 閩南 師範 大学の 授業料 は免 除さ れます 。  
○  留学期 間中も ，常 葉大 学の学 納金は 全額 納付 する必 要があ りま す。  
○  閩南師 範大学 の留 学生 宿舎の 宿舎費 は半 年で 約 16,000 円 (二人部 屋 )です。  
○  宿舎費 以外の 一般 的な 生活費 は，月 額 6～7 万円が 見込ま れま す。(日額 80～90 元 を想定 ) 
○  航空運 賃は ，一 般的な 成田・厦門 便エ コノミ ークラ スの場 合 ，往 復 6 万 円前後 です が，搭

乗する 時期や 国際 原油 価格等 により かな り変 動しま す。  
○  上 記 に 加 え て ， 中 国 査 証 (VISA)の 申 請 費 用 ， 自 宅 と 成 田 空 港 と の 間 の 国 内 交 通 費 や 保 険

掛金を 要しま す。また ，中国 大使 館領事 部や 閩南師 範大学 への 提出 書類に は健康 診断 書な
ど相応 の費用 を要 する ものが ありま す。  

■  上記の 金額は いず れも 参考額 であり ，日 本円 と人民 元との 交換 レー トの変 動，渡航先 での
生活水 準等に より 変動 します 。各 自が情 報収 集に努 めると とも に，父母等 や交換 留学 担当
教員と 相談し ，計 画的 に準備 を進め てく ださ い。  

 
【８】 単位認 定に つい て 
○ 海外 での 学修に 対 する認 定は ，学部 共通 科目の「海 外留 学 A」～「海 外留 学 F」の組 み合

わせに よって 行い ます 。単位認 定に 際して は「優」・「良 」等の 成績 評価は 行わず 、「認 定 」
としま す。  

○ 帰国 後に「海外 留 学単位 認定申 請書 」に 必要事 項を記 入し ，修 了証・成績表 とと もに 担当 
教員に 提出し てく ださ い。  

○ 認定 単位 数は， 学 修状況 や学修 時間 ・コ ース内 容によ って も変 動しま す。  

UNIPA▷キャビ ネッ ト ▷教務 課▷草 薙/瀬 名 C 
▷大学 ▷外国 語学 部▷ 海外留 学▷交 換留 学 から各 自ダウ ンロ ード  
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【９】 その他 、出 願に あたっ ての留 意事 項  
1. 治安 の 悪化 や 疫 病等 の 流行 な ど派 遣 先 地域 で の安 全 が確 保 さ れな い と大 学 が判 断 し た場

合は ， 留学 決 定 後や 留 学期 間 中で あ っ ても ， 留学 中 止も し く は帰 国 を指 示 する 場 合 があ
ります 。その 際は 大学 の指示 に従っ てく ださ い。  

2. 入 学 申 請 ・ ビ ザ の 取 得 ・ 航 空 券 の 予 約 等 な ど に つ い て は , 担 当 教 員 等 の 指 示 を 受 け な が
ら、 原 則と し て 各自 で 手続 き を行 い ま す。 自 ら調 べ て行 動 で きる 自 立し た 学生 を 募 集し
ます。  

3. ビザ の 申請 に は 英文 の 在学 証 明書 ・ 成 績証 明 等が 必 要に な る 場合 が あり ま す。 発 行 には
時間が かかる ので ，必 要な場 合は早 めに 教務 課に申 請して くだ さい 。 

4. 諸手 続 や連 絡 に つい て ，中 国 と日 本 で は感 覚 に違 い があ り ま す。 入 学許 可 書等 の 書 類発
行や 必 要と 思 わ れる 連 絡が 遅 延し て い る等 ， 準備 段 階で 不 安 や当 惑 する こ とが あ れ ば，
速やか に担当 教員 等に 相談し ，適切 な対 応に 努めて くださ い。  

5. 出願 の 前に ， 必 ず父 母 等と 留 学に つ い て， 海 外で の 生活 や 資 金面 を 含め て 相談 し ， 了承
を得て くださ い。  

6. 帰国 後 ，本 学 に 戻っ て 学業 を 継続 す る とと も に， 留 学体 験 発 表会 等 の大 学 の諸 行 事 に参
加して くださ い。  

7. 出願の 前に，学生 便覧 に掲載 されて いる「常 葉大学 学生 国外留 学 規程」をよく 読ん でく
ださい 。  

 
【10】そ の他  
○  問合せ 先  

・交換 留学(中国)担当 ：戸田 裕司 [研究 室 ：A513] 
・教務 課  

○  交換留 学合格 者の 一部 に旅費 を補助 する 予定 です。詳細 につい ては 、決定 後に 別途通 知し
ます。  


